
北へ帰る春の使者【西村委員 撮影】

令和３年度予算の概要　　　　　２～３Ｐ
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一般質問　　　　　　　　　　　５～８Ｐ
予算審査特別委員会　　　　　８～１０Ｐ
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３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例３月定例会会会会会会会会会会会会会会
会期は３月４日から
18日までの15日間

令和３年度の一般会計及び各会計予算を可決 ！ ！

歳入

歳出

一
般
会
計
予
算
総
額
 　
億
３
百
万
円
（
対
前
年
比
 　
％
増
）

38

０． ４
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 遺遺遺遺 お び ら 議 会 だ よ り 遺遺遺遺 令和３年５月１日 第88号

デマンドバス運行事業、生活交通路線等維持費補助金、無線システム普及支

援事業費補助金、除排雪業務委託、橋梁長寿命化修繕工事、普通河川維持工

事、町河川支障木撤去等維持補修、橋梁定期点検事業負担金など。

１．交通・通信

　　（174百万円）

特産品振興支援事業補助金、畜産振興補助金、農地耕作条件改善事業、農道

整備特別対策事業、堆肥製造センター屋根改修事業（実施設計）、森林管理

道菊岡沖内線林道開設事業負担金、小平町私有林等整備事業、水産物供給基

盤機能保全事業負担金、漁業近代化資金利子補給事業、商工業振興事業補助

金、ゆったりかん整備事業（ＰＧ芝生維持、備品）など。

２．産 業 振 興

　　（557百万円）

乳幼児等医療費助成（拡大分）、各種検診・予防接種委託、高齢者社会活動

等参加ポイント事業、高齢者グループハウス「やすらぎ荘」外部改修工事、

新型コロナウイルスワクチン接種関係、小平町合同墓設置工事、各公営住宅

改善事業、住環境整備費補助金、住宅新築及び増改築補助金など。

３．福祉・生活環境

　　（228百万円）

旧本郷小中学校校舎解体事業、食育関連事業、通学バス運行委託、旧花田家

番屋耐震診断事業、海洋センターグランドバックネット改修事業など。

４．教育・文化

　　（89百万円）

（仮称）鬼鹿行政センター備品購入事業、戸籍業務電算化事業負担金、留萌消

防組合負担金、日本ハムファイターズ小平町応援大使事業補助金など。

５．そ　の　他

　　（212百万円）

各特別会計予算の総額 23億94百万円（対前年比 43． 9％増）

捌 令和３年度主要施策 捌
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▼
歳
計
現
金
預
け
入
れ
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
留
萌
管
内
の
農
業
協
同
組

合
の
合
併
に
よ
り
、
南
る
も

い
農
業
協
同
組
合
を
る
も
い

農
業
協
同
組
合
と
名
称
を
変

更
す
る
改
正
を
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
伴

い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
し
た
被
保
険

者
等
に
係
る
傷
病
手
当
金
の

支
給
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て
、
所
要
の
改
正
を
し
ま
し

た
。

▼
小
平
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
第
８
期
の
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
に
関
し
、
保
険

料
率
の
適
用
年
度
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

▼
鬼
鹿
漁
港
海
岸
利
用
施
設

の
管
理
を
行
わ
せ
よ
う
と
す

る
事
業
者

○
小
平
町
字
鬼
鹿
元
浜

　
鬼
鹿
観
光
協
会

　
　
会
長
　
竹

中

政

人

○
指
定
の
期
間

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

５
年
間

▼
小
平
町
陶
芸
登
窯
施
設
の

管
理
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る

事
業
者

○
小
平
町
字
小
平
町

　
小
平
町
陶
芸
施
設

運
営
実
行
委
員
会

　
委
員
長
　
古

川

忠

治

○
指
定
の
期
間

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

５
年
間

▼
教
育
長
の
任
命

○
次
の
者
の
任
命
に
同
意
し

ま
し
た
。

　
小
平
町
字
小
平
町

　
金

澤

弘

幸

　
　
昭
和
　
年
８
月
９
日
生

３５

▼
公
有
水
面
の
埋
立
に
つ
い

て○
出
願
人
の
所
在
地
及
び
名

称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

　
札
幌
市
中
央
区

北
３
条
西
６
丁
目

　
北
海
道

　
北
海
道
知
事
　
鈴
木
直
道

○
埋
立
位
置

　
小
平
町
字
鬼
鹿
港
町
　
番
３５６

１
及
び
　
番
２
地
先
の
公
有

３５６

水
面

○
埋
立
面
積
　
　
・
　
釈

２７８

８３

○
埋
立
地
の
用
途

　
漁
港
施
設
用
地

▼
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ

い
て

○
業
務
委
託
先
の
作
業
中
に

お
け
る
公
用
車
の
接
触
事
故

に
よ
り
、
相
手
方
の
車
体
の

一
部
を
損
傷
さ
せ
、
当
人
に

治
療
を
要
さ
せ
た
こ
と
に
対

す
る
損
害
賠
償
額
を
決
定
し

ま
し
た
。

▼
閉
会
中
の
各
委
員
会
の
継

続
調
査

○
議
会
閉
会
中
で
も
各
委
員

会
の
所
管
す
る
事
務
及
び
事

件
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
調

査
で
き
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

《
質
疑
の
内
容
》

Ｑ
板
垣
議
員

①
除
排
雪
業
務
委
託
料
に
つ

い
て
伺
う
。

②
学
校
施
設
除
雪
委
託
料
の

減
額
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
東
藤
生
活
環
境
課
長

①
町
道
・
一
時
堆
積
場
の
排

雪
は
終
わ
る
予
定
。
除
雪
委

託
料
の
積
算
は
実
績
日
数
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

Ａ
種
田
管
理
課
長

②
地
域
貢
献
で
除
雪
い
た
だ

い
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
。

Ｑ
西
村
議
員

①
高
齢
者
社
会
活
動
等
ポ
イ

ン
ト
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

②
除
排
雪
業
務
委
託
料
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ
金
澤
保
健
福
祉
課
長

①
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
ポ

イ
ン
ト
が
２
割
程
度
落
ち
た
。

Ａ
東
藤
生
活
環
境
課
長

②
組
合
で
借
り
た
民
地
の
排

雪
は
実
施
さ
れ
る
。
今
後
の

積
算
方
法
は
検
討
す
る
。

Ｑ
①
山
内
議
員
②
酒
谷
議
員

　
③
板
垣
議
員
④
西
村
議
員

　
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
関
町
長

①
指
定
管
理
は
改
良
組
合
を

ベ
ー
ス
に
耕
種
農
家
、
Ｊ
Ａ

等
の
協
力
も
い
た
だ
く
。

②
状
況
に
よ
っ
て
は
出
向
い

て
説
明
し
理
解
を
得
た
い
。

③
環
境
に
配
慮
し
河
川
に
も

影
響
の
無
い
よ
う
に
進
め
る
。

④
職
員
と
一
丸
と
な
り
成
功

へ
の
ベ
ー
ス
作
り
を
し
た
い
。
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補正後の額補正額既定予算額区　分

5,097,695

5,530,611

△54,075

432,916

5,151,770

5,097,695

一般会計（第８号）

　 〃 　（第９号）

56,54033256,208
後期高齢者
医療特別会計

440,973△29,907470,880
国民健康保険
特別会計

364,155△22,026386,181
介護保険特別
会計

240,804△3,314244,118
介護サービス
事業特別会計

240,3000240,300
下水道事業
特別会計

145,311△73145,384水道事業会計

（単位：千円）

令和２年度
一般会計及び各特別会計補正予算

議 会 の 動議 会 の 動 きき
◆ ２月 ◆
　２４日　議員全員協議会（全議員）
　　　　議会運営委員会（全委員及び議長）
　２５日　留萌南部衛生組合議会第１回定例会（各議員）
◆ ３月 ◆
　４日　第１回定例会開会（全議員）
　　　　小平町議会ＩＣＴ化調査特別委員会（全委員）
　　　　議員全員協議会（全議員）

　１６日　第１回定例会再開（全議員）
　　　　議会広報発行特別委員会（全委員）
　１７・１８日　予算審査特別委員会（全委員）
　１８日　第１回定例会再開（全議員）
　２３日　留萌消防組合議会第１回定例会（各議員）
◆ ４月 ◆
　１４日　小平町交通安全住民大会（議長）
　２０日　議会広報発行特別委員会（４委員）

芋

咽

允

員

鰯鰯

鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印

■
一
般
会
計
予
算
を

　
億
３
千
　
万
１
千
円
に

５５

６１

■
教
育
長
に
金
澤
弘
幸
氏
を
同
意

専
決
処
分
の
承
認

条
例
の
一
部
改
正

指
定
管
理
者
の
指
定

同

意

そ

の

他

発

議

補

正

予

算
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
、
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
は
町
民
や
議
会
と
十
分
な
議
論
が
さ
れ
な
い

ま
ま
、
国
に
対
し
て
交
付
金
の
事
業
計
画
を
申
請
し
、
そ
の
後
開
催
さ
れ
た

議
員
全
員
協
議
会
で
協
議
事
項
と
し
て
説
明
さ
れ
た
。

　
和
牛
生
産
改
良
組
合
や
Ｊ
Ａ
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
中
、
な
ぜ
急
ぐ
必
要

が
あ
る
の
か
、
町
民
や
議
会
を
軽
視
し
た
進
め
方
に
戸
惑
い
を
感
じ
る
し
、

こ
の
ま
ま
だ
と
町
民
の
理
解
を
得
る
に
は
相
当
な
時
間
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
町
長
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

酒
　
谷
　
　
　
貢

Ｑ
　
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

一
、
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
協
議
の
状
況
や

今
後
の
方
向
性
、
ま
た
運
営
策
と
し
て
の
町
と
指
定
管
理
者
の
介
入
状
況
、

施
設
の
維
持
管
理
な
ど
、
様
々
な
状
況
を
想
定
し
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

等
は
で
き
て
い
る
の
か
伺
う
。

二
、
ゆ
っ
た
り
か
ん
の
老
朽
化
し
た
機
械
設
備
の
修
繕
を
検
討
と
の
方
針
で
は

あ
る
が
、
昨
年
末
頃
よ
り
ボ
イ
ラ
ー
の
不
具
合
の
頻
度
が
多
く
、
町
内
外
の

利
用
者
の
方
々
に
は
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
早
急
な
修
繕

や
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
備
え
施
設
の
各
行

事
や
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
も
、
携
帯
電
話
で
の
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
等

で
の
情
報
提
供
を
活
用
し
、
集
客
に
努
め
る
べ
き
で
は
と
考
え
る
が
、
町
と

し
て
緊
迫
感
を
持
っ
て
検
討
し
て
い
る
の
か
伺
う
。 西

　
　
　
博
　
志

Ｑ
　
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
と
ゆ
っ
た
り
か
ん
に
つ
い
て

Ａ
　
町
民
や
議
会
の
理
解
を
得
な
が
ら
幅
広
い
域
振
興
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
る

一
、
国
の
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
を
財
源
と
す
る
地
方
創
生
拠
点
整
備

交
付
金
に
応
募
す
る
こ
と
に
な
り
、
申
請
期
間
が
短
か
っ
た
こ
と
か
ら
説
明

が
遅
く
な
り
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
時
間
的
な
余
裕
と
お
話
し
で
き
る
状
況
下
で
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
い
で
悩

ん
で
お
り
ま
す
。

　
事
業
規
模
が
約
　
億
円
と
大
き
く
、
５
か
年
に
分
割
し
た
中
で
段
階
的
に

２０

整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
１
年
目
は
繁
殖
牛
舎
や
堆
肥
舎
、
必
要
な
作
業
機
械
な
ど
約
４
億
円
の
施

設
等
の
整
備
に
加
え
、
実
施
設
計
や
用
地
取
得
の
３
千
　
万
円
を
含
め
た
整

５００

備
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
町
民
や
議
会
の
理
解
を
得
な
が
ら
幅
広
い
地
域
振
興
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
、「
お
び
ら
和
牛
産
地
強
化
戦
略
策
定
検
討
委
員
会
」
の
も
と
、
国
の
補
助

制
度
を
活
用
し
た
単
年
度
ご
と
の
５
か
年
の
整
備
計
画
を
進
め
、
円
滑
な
運

営
を
図
る
た
め
、
体
制
の
強
化
や
早
期
の
事
業
効
果
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。
組
織
体
制
と
し
て
は
和
牛
生
産
改
良
組
合
、
る
も
い

農
業
協
同
組
合
、
町
な
ど
で
、
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
他
業
種
や
町
民
、

小
平
市
と
も
連
携
し
大
学
等
の
教
育
関
係
者
や
研
究
者
、
企
業
な
ど
多
く
の

人
材
を
招
き
入
れ
関
係
人
口
の
増
加
へ
も
繋
げ
て
い
き
た
い
。

二
、
ゆ
っ
た
り
か
ん
の
機
械
設
備
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
保
守
点
検
を
行
い
必

要
に
応
じ
整
備
・
修
理
を
実
施
し
て
い
る
。
本
体
は
　
年
以
上
が
経
過
し
、

２０

空
調
設
備
等
も
更
新
を
計
画
す
る
時
期
に
き
て
い
る
。
令
和
４
年
３
月
の
指

定
管
理
期
間
満
了
ま
で
に
、
設
備
の
見
直
し
や
事
業
費
等
を
精
査
し
改
修
計

画
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
お
客
様
に
は
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
、
今
後
様
々
な
発
信
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
指
導
し
て
い
く
。

Ａ
　
一
、和
牛
生
産
だ
け
で
は
な
く

地
域
の
将
来
を
見
据
え
人
口
増
加
に
繋
げ
る

　
　
二
、ゆ
っ
た
り
か
ん
は
事
業
費
な
ど
を
精
査
し
改
修
計
画
を
示
し
た
い

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

一 般 質 問
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
、
小
平
町
は
「
海
と
緑
と
太
陽
の
里
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
特

に
海
沿
い
と
い
う
条
件
等
も
あ
り
風
は
年
中
強
く
、
風
力
発
電
に
向
い
て
い
る
と
考

え
る
。

　
今
後
、
風
力
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

二
、
エ
ゾ
シ
カ
対
策
に
つ
い
て
、
小
平
町
で
は
平
成
　
年
か
ら
年
間
　
頭
前
後
の
エ
ゾ

２９

２５０

シ
カ
を
捕
獲
し
て
い
る
。

　
今
後
、
個
体
数
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
農
作
物
被
害
対
策
や
交
通
事

故
防
止
も
含
め
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

Ａ
　
一
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
施
設
整
備
に
努
め
る

　
　
二
、農
業
者
に
電
気
柵
の
設
置
等
を
願
う
と
共
に

適
正
な
頭
数
の
維
持
を
国
や
道
と
協
議
す
る

髙
　
野
　
謙
　
市

Ｑ
　
小
平
町
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と

今
後
の
エ
ゾ
シ
カ
対
策
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
、
当
町
の
み
に
限
ら
な
い
極
め
て
厳
し
い
人
口
減
少
社
会
に
打
ち
勝
つ
た
め
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
な

か
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
農
業

の
推
進
や
畜
産
農
家
の
労
力
軽
減
と
飼
育
拡
大
に
向
け
た
生
産
体
系
の
確
立

に
向
け
「
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
人
口
減
少

と
戦
っ
て
い
け
る
ツ
ー
ル
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
構
想
の
成
否
が
地
域
経
済
や
地
域
振
興
な
ど
「
今
後
の
町
の

将
来
を
決
す
る
も
の
」
に
成
り
う
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
活
気
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
将
来
に
渡
り
進
め
て
い
く
た
め
子
育
て
環
境
づ
く
り
に

も
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
そ
の
う
え
で
行
政
全
体
と
し
て
既
存
事
務
の
精
査

を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
行
政
執
行
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
子
供
と
高
齢
者
を
基

本
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
、
そ
の
中
間
世
代
、
自
ら
の
積
極
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
支
援
・
推
進
し
、
活
発
な
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
進
め
る
た
め
、
議
員
・

町
民
か
ら
率
直
な
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
声
を
繋
ぎ
合

わ
せ
て
、「
町
民
の
た
め
に
な
る
」、「
町
の
産
業
の
た
め
に
な
る
」
方
向
性

を
見
つ
け
出
し
て
い
き
た
い
。

一
、
昨
年
、
人
口
３
千
人
を
割
っ
た
小
平
町
を
中
・
長
期
的
に
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
策
や
取
り
組
み
を
し
て
い
く
べ
き
か
。
ま
た
、
そ

の
施
策
の
執
行
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
考
え
を
伺
う
。

Ａ
　
町
民
の
声
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
方
向
性
を
見
つ
け
た
い

西
　
村
　
健
　
一

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

Ｑ
　
小
平
町
発
展
の
た
め
の
施
策
等
に
つ
い
て

一
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組
み
で
す
が
、
近
年
、
小
型
風

力
発
電
設
備
が
全
国
的
に
も
急
増
し
て
い
る
。

　
町
内
に
も
、
花
岡
に
３
基
、
大
椴
に
１
基
あ
り
、
こ
れ
か
ら
富
岡
地
区
に
１
基
建

設
を
予
定
し
て
い
る
。

　
発
電
施
設
設
置
事
業
は
発
電
事
業
者
が
建
設
コ
ス
ト
や
売
電
収
入
な
ど
を
勘
案
し

て
建
設
計
画
を
立
て
経
済
産
業
省
へ
認
可
申
請
を
行
い
事
業
実
施
す
る
流
れ
と
な
っ

て
い
る
。

　
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
奨
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
取
り
入
れ
た
施
設
整
備
に

努
め
て
行
き
た
い
。

二
、
エ
ゾ
シ
カ
の
個
体
数
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
打
つ
手
が
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
あ
る
。

　
近
年
、
暖
冬
に
よ
り
留
萌
・
宗
谷
地
域
に
も
分
布
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
道
で
は
、
平
成
　
年
３
月
に
第
５
期
エ
ゾ
シ
カ
管
理
計
画
を
策
定
し
、
地
域
ご
と

２９

の
個
体
指
数
を
定
め
、
目
標
数
の
達
成
の
た
め
に
捕
獲
対
策
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
引
き
続
き
、
猟
友
会
の
協
力
を
得
て
適
正
な
捕
獲
頭
数
の
確
保
並
び

に
、
農
業
者
に
は
電
気
柵
の
設
置
等
お
願
い
す
る
と
共
に
、
計
画
の
実
施
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
国
や
道
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

一 般 質 問
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一
、
町
政
執
行
方
針
で
は
「
畜
産
産
業
が
消
滅
す
る
危
機
に
あ
る
た
め
、
最
新

の
飼
養
管
理
技
術
に
よ
る
生
産
体
系
の
確
立
の
必
要
性
」
を
挙
げ
て
い
る
。

お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
よ
り
、
農
家
所
得
の
向
上
と
生
産
基

盤
強
化
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
構
想
だ
が
、
な
ぜ
今
畜
産
で
あ
り
、

繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
の
か
伺
い
た
い
。

二
、
小
平
町
地
域
強
靭
化
計
画
に
は
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
大
雨
に
よ
る
内
水

浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
排
水
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
整
備
を
進
め
る
」
と

あ
る
が
、
鬼
鹿
港
町
３
区
の
排
水
ポ
ン
プ
場
増
設
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

「
住
民
へ
の
災
害
情
報
の
伝
達
に
必
要
な
防
災
行
政
無
線
な
ど
の
整
備
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
方
法
に
よ
る
災
害
情
報
の
伝
達
体
制
を
整
備
す

る
」
と
も
あ
る
が
、
防
災
行
政
無
線
は
風
向
き
や
気
密
性
の
高
い
住
宅
で
は

聞
き
取
れ
な
い
。
多
様
な
方
法
と
は
ど
の
よ
う
な
方
法
な
の
か
。

山
　
内
　
　
　
裕

Ｑ
　
災
害
情
報
伝
達
整
備
ど
う
す
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
、
本
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
計
画
を
円
滑
に
達
成
す
る
た
め
、
指

定
管
理
者
任
せ
の
運
営
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
現
在
の
「
お
び
ら
和
牛
産
地

強
化
戦
略
策
定
検
討
委
員
会
」
を
協
議
会
へ
移
行
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
の

長
期
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

前
　
崎
　
正
　
弘

Ｑ
　
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
、
現
在
、
畜
産
業
　
戸
が
稲
作
と
の
複
合
に
よ
り
子
牛
を
販
売
す
る
繁
殖
経

１７

営
を
主
体
に
取
り
組
み
、
小
規
模
な
が
ら
も
良
質
な
和
牛
産
地
と
し
て
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
。
畜
産
農
家
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に

よ
り
産
地
や
血
統
の
維
持
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
繁
殖
経
営
で
最
も
労
力

を
要
す
る
繁
殖
管
理
や
新
生
子
牛
の
ほ
乳
管
理
な
ど
を
外
部
化
し
、
良
質
な

血
統
と
い
う
武
器
を
最
大
限
生
か
し
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
の
導
入
、
多
頭
一
元
管
理
に
よ
り
、
市
場
に
お
け
る
産
地
の
信
頼
性
の
確

保
と
農
家
所
得
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

二
、
河
川
管
理
者
の
留
萌
振
興
局
と
協
議
を
行
い
、
河
口
付
近
の
土
砂
の
除
去

や
樹
木
の
伐
採
を
行
い
、
流
下
能
力
の
回
復
を
図
る
と
と
も
に
、
街
区
の
洪

水
対
策
や
排
水
ポ
ン
プ
場
を
増
設
す
る
必
要
性
を
検
討
し
た
い
。
防
災
無
線

は
施
設
の
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
、
更
新
を
検
討
す
る
時
期
に
入
っ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
活
用
し
て
情
報
を
配
信
す
る
方
法
、
個
別
受
信
機

の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
新
し
い
方
向
で
情
報
伝
達
手
段
の
確

保
を
図
り
た
い
。

Ａ
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
個
別
受
信
機
の
導
入
な
ど
を
検
討

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

一
、
本
事
業
は
、
和
牛
生
産
改
良
組
合
の
各
農
家
が
所
有
す
る
繁
殖
雌
牛
を
預

か
り
、
繁
殖
経
営
の
中
で
最
も
重
要
な
繁
殖
管
理
な
ど
を
農
家
に
代
わ
っ
て

行
い
、
地
域
の
改
良
目
標
に
沿
っ
て
計
画
的
に
生
産
さ
れ
た
子
牛
を
農
家
へ

戻
す
こ
と
が
使
命
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
繁
殖
セ
ン
タ
ー
を
有
効
に
活
用
し
、
様
々
な
人
材
を
呼
び
込
ん
で
、

交
流
が
盛
ん
に
な
る
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
運
営
主

体
、
和
牛
生
産
改
良
組
合
、
Ｊ
Ａ
、
町
が
緊
密
に
連
携
し
、
地
域
に
お
け
る

改
良
方
針
や
運
営
方
針
を
共
有
し
な
が
ら
様
々
な
協
議
・
検
討
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
運
営
主
体
を
中
心
と
し
た
「
運
営
会
議
」

の
設
置
な
ど
、
４
者
に
よ
る
協
議
・
検
討
の
場
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
関

係
機
関
を
含
め
た
長
期
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
く
考
え
で

あ
り
ま
す
。

Ａ
　
長
期
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
く

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

一 般 質 問



　
新
年
度
予
算
は
議
員
全
員

で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別

委
員
会（
前
崎
委
員
長
）に
付

託
さ
れ
、
３
月
　
・
　
日
の

１７

１８

２
日
間
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
質
問
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
総
務
費
（
歳
出
）

Ｑ
 髙
野
委
員

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
 三
口
総
務
課
長

　
令
和
３
年
３
月
１
日
時
点

で
　
枚
を
交
付
し
て
い
る
。

５２５
今
後
、
取
得
希
望
が
あ
る
高

齢
者
の
方
に
は
何
ら
か
の
形

で
交
付
し
や
す
い
仕
組
み
で

実
施
し
た
い
。

Ｑ
 西
村
委
員

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

保
守
点
検
委
託
料
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
 廣
澤
企
画
振
興
課
長

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
設
備
、
町
の

防
災
無
線
の
保
守
の
関
係
で
、

防
災
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
３

個
の
交
換
を
予
定
し
て
い
る
。

点
検
に
つ
い
て
は
年
に
２
回

ほ
ど
通
信
関
係
の
テ
ス
ト
を

実
施
し
て
い
る
が
、
実
際
に

音
を
鳴
ら
し
て
は
い
な
い
。

Ｑ
 板
垣
委
員

①
交
際
費
に
つ
い
て
伺
う
。

②
備
品
購
入
費
に
つ
い
て
伺

う
。

③
旧
本
郷
小
中
学
校
体
育
館

の
防
災
庫
と
し
て
の
再
利
用

に
つ
い
て
伺
う
。

④
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
個
別
施
設
計
画
策
定
業
務

委
託
料
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 三
口
総
務
課
長

①
慶
弔
規
定
に
則
る
慶
弔
費

と
、
交
際
費
が
主
な
も
の
で
、

情
報
公
開
が
請
求
さ
れ
た
場

合
は
公
表
す
べ
き
と
思
う
。

Ａ
 廣
澤
企
画
振
興
課
長

②
防
災
用
の
備
品
、
非
常
用

ト
イ
レ
１
台
の
購
入
、（
仮

称
）
鬼
鹿
行
政
セ
ン
タ
ー
に

係
る
備
品
と
し
て
テ
ー
ブ
ル
、

椅
子
、
移
動
ス
テ
ー
ジ
、
演

台
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
購
入
を

予
定
し
て
い
る
。

③
小
平
町
地
域
防
災
計
画
と

備
蓄
計
画
に
位
置
付
け
た
う

え
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
 運
上
財
政
課
長

④
　
施
設
に
つ
い
て
、
公
共

１５３
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策

定
後
５
年
が
経
過
し
、
個
別

計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
あ

り
、
各
個
別
施
設
の
現
状
、

今
後
の
維
持
管
理
、
更
新
に

つ
い
て
順
位
を
つ
け
、
対
策

の
内
容
、
実
施
時
期
を
定
め
、

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減
と

平
準
化
を
期
待
し
、
取
り
組

む
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
 藤
田
委
員

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て
伺
う
。

②
（
仮
称
）
鬼
鹿
行
政
セ
ン

タ
ー
完
成
後
の
運
営
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
 廣
澤
企
画
振
興
課
長

①
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン

８
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一
、
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
、
生
産
者
や
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
、
町
内

の
繁
殖
雌
牛
を
預
か
り
一
元
飼
養
管
理
す
る
１
千
頭
規
模
の
「
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン

タ
ー
」
を
新
設
し
、
繁
殖
牛
舎
や
分
娩
牛
舎
、
哺
育
牛
舎
等
、
事
業
に
必
要
な
様
々
な
施

設
を
計
画
的
に
５
か
年
で
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
整
備
を
計
画
す
る
も
の
で
、
計
画

実
施
に
向
け
て
様
々
な
問
題
点
を
整
理
・
提
示
し
、
発
展
的
な
地
域
振
興
の
取
り
組
み
と

し
て
、
責
任
を
持
っ
て
全
身
全
霊
で
取
り
組
む
考
え
で
あ
る
。

二
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
当
町
が
最
初
に
実
施
す
る

高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
４
月
　
日
の
週
に
１
箱
　
人
分
が
配
送
予
定
と
な
っ
て

２６

５００

お
り
、
そ
れ
に
向
け
て
接
種
会
場
等
も
含
め
準
備
を
進
め
て
い
る
。
接
種
会
場
は
集
団
接

種
が
小
平
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
、
個
別
接
種
が
鬼
鹿
診
療
所
で
、
４
月
中
旬
以
降
に
接

種
券
を
郵
送
し
５
月
中
旬
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始
す
る
こ
と
で
医
療
機
関
と
調
整
済

み
で
あ
る
。
町
民
へ
の
周
知
は
、
予
約
方
法
・
日
時
等
の
詳
細
は
順
次
郵
送
で
個
別
に
案

内
し
、
安
心
し
て
多
く
の
町
民
が
接
種
し
て
貰
う
よ
う
に
情
報
の
共
有
を
図
る
。

一
、
こ
の
関
係
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
定
例
会
で
２
回
ほ
ど
質
問
し
、
町
長
の
見
解

に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
が
、
計
画
の
内
容
や
運
営
組
織
の
形
態
や
中
心
と
な
る
和
牛
生
産

改
良
組
合
員
の
考
え
方
等
、
建
設
に
向
け
た
詳
細
な
方
針
等
の
考
え
を
伺
う
。

二
、
４
月
よ
り
高
齢
者
か
ら
順
次
始
ま
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

広
報
等
で
も
接
種
に
向
け
予
定
等
が
周
知
さ
れ
た
が
、
接
種
の
た
め
の
関
係
事
項
等
に
つ

い
て
町
民
に
分
か
り
易
く
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
対
象
町
民
２
千

　
名
が
円
滑
に
安
心
安
全
に
接
種
で
き
る
よ
う
配
慮
を
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
等
も
含

７００め
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
伺
う
。

Ａ
　
一
、
様
々
な
問
題
点
を
整
理
・
提
示
し
、
発
展
的
な
地
域
振
興
と
し
て
、

責
任
を
も
っ
て
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
行
く

　
　
二
、
安
心
し
て
多
く
の
町
民
が
接
種
で
き
る
よ
う
に
情
報
の
共
有
を
図
る

板
　
垣
　
良
　
二

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

Ｑ
　
一
、
畜
産
振
興
策
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

　
　
二
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
保
健
福
祉
課
長
　
金
　
澤
　
弘
　
幸

【
補
足
説
明
】　

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
会
場
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
実
施
し
な
い
。

・
会
場
の
従
事
者
は
、
小
平
会
場
で
　
名
を
予
定
し
鬼
鹿
会
場
は
医
療
関
係
者
で
対
応
す
る
。

１０

・
受
付
接
種
券
の
発
送
は
、
４
月
　
日
ま
で
に
送
付
し
予
約
等
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
。

２０

・
先
に
配
布
と
な
る
　
人
分
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
愛
生
園
な
ど
介
護
施
設
４
施
設
の
入
所
者
と

５００

介
護
従
事
者
等
　
名
の
接
種
を
行
い
、
残
り
で
順
次
年
齢
の
高
い
方
　
名
の
接
種
を
し
、

１８０

４７５

１
回
目
を
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

・
そ
の
後
、
ワ
ク
チ
ン
の
配
布
状
況
に
応
じ
て
高
齢
者
以
外
の
町
民
に
つ
い
て
順
次
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

・
副
反
応
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
情
報
で
数
件
の
副
反
応
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
医
療
関

係
者
・
機
関
で
は
、
ほ
と
ん
ど
心
配
な
い
と
の
情
報
で
あ
る
。

一 般 質 問

予
算
審
査
特
別
委
員
会

＝
審
議
を
尽
く
し
た
２
日
間
＝



９

タ
ー
等
の
整
備
が
さ
れ
れ
ば
、

そ
れ
に
伴
っ
て
拠
点
で
あ
る

受
け
皿
が
で
き
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
理
事
者
並
び
に
主

管
課
と
協
議
を
重
ね
て
取
り

組
み
に
つ
い
て
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

Ａ
 鈴
木
副
町
長

②
夜
間
の
防
犯
、
除
雪
の
関

係
等
に
つ
い
て
は
補
正
で
対

応
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

■
民
生
費
（
歳
出
）

Ｑ
 髙
野
委
員

　
旧
達
布
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
補
助
金
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ
 金
澤
保
健
福
祉
課
長

　
達
布
観
光
協
会
に
お
願
い

し
て
お
り
、
令
和
元
年
度
で

１
千
　
名
の
利
用
で
あ
る
。

６６５

Ｑ
 西
委
員

　
小
平
町
高
齢
者
宿
泊
助
成

金
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 金
澤
保
健
福
祉
課
長

　
ゆ
っ
た
り
か
ん
の
宿
泊
１

泊
に
対
し
て
３
千
円
の
補
助

を
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
令

和
２
年
度
の
実
績
は
　
名
、

１２

３
万
６
千
円
の
支
出
と
な
っ

て
い
る
。
令
和
３
年
度
に
つ

い
て
は
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
が

主
に
な
る
と
思
う
の
で
、
健

康
相
談
、
教
室
等
を
利
用
し

て
、
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
 板
垣
委
員

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 金
澤
保
健
福
祉
課
長

　
対
象
人
員
の
減
少
に
よ
っ

て
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
 藤
田
委
員

　（
仮
称
）
鬼
鹿
行
政
セ
ン

タ
ー
完
成
後
の
学
童
保
育
の

方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 金
澤
保
健
福
祉
課
長

　
現
在
、
旧
鬼
鹿
小
学
校
を

使
っ
て
お
り
、
教
育
委
員
会

と
の
協
議
も
必
要
で
あ
る
が
、

鬼
鹿
小
学
校
の
多
目
的
室
を

使
っ
て
学
童
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

■
衛
生
費
（
歳
出
）

Ｑ
 山
内
委
員

　
工
事
請
負
費
、
合
同
墓
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 東
藤
生
活
環
境
課
長

　
合
同
墓
に
つ
い
て
は
５
～

６
件
の
要
望
、
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
。
他
の
自
治
体
で

は
、
５
千
円
～
３
万
円
の
負

担
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を

参
考
に
検
討
す
る
。

Ｑ
 西
村
委
員

　
医
療
機
器
移
設
委
託
料
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 金
澤
保
健
福
祉
課
長

　
鬼
鹿
診
療
所
と
歯
科
診
療

所
の
医
療
機
器
の
移
設
委
託

料
と
な
っ
て
お
り
、
鬼
鹿
診

療
所
に
お
い
て
は
発
熱
外
来

を
設
け
て
い
る
の
で
、
コ
ロ

ナ
が
収
束
し
な
か
っ
た
場
合
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
等
は
残
す
こ
と

に
な
る
の
で
２
か
所
で
定
期

点
検
す
る
こ
と
に
な
る
。

Ｑ
 板
垣
委
員

　
予
防
接
種
委
託
料
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
 金
澤
保
健
福
祉
課
長

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
２
回
分
等
が
増
加

の
要
因
で
あ
る
。

■
農
林
水
産
業
費
（
歳
出
）

Ｑ
 山
内
委
員

　
ゆ
う
ゆ
う
そ
う
運
営
委
託

料
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 斉
藤
経
済
課
長

　
令
和
２
年
度
の
ゆ
う
ゆ
う

そ
う
の
収
支
見
込
み
は
利
用

料
収
入
で
　
万
円
、
指
定
管

１１０

理
料
が
　
万
円
、
あ
わ
せ
て

８２０

　
万
円
。
支
出
は
　
万
円
ほ

９３０

８６０

ど
を
見
込
ん
で
お
り
、
様
々

な
事
業
を
計
画
し
て
い
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
宿

泊
実
績
は
人
数
で
　
人
、
元

２３６

年
度
は
　
人
、
加
工
室
は
、

６９５

例
年
並
み
の
実
績
を
見
込
ん

で
い
る
。
光
熱
水
費
、
人
件

費
の
節
約
に
よ
り
こ
の
よ
う

な
収
支
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
 板
垣
委
員

①
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

用
地
境
界
杭
設
置
委
託
料
に

つ
い
て
伺
う
。

②
道
営
経
営
体
育
成
基
盤
整

備
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

③
堆
肥
製
造
セ
ン
タ
ー
屋
根

改
修
実
施
設
計
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ
 山
野
経
済
課
主
幹

①
工
事
の
新
規
地
区
に
つ
い

て
は
、
平
和
地
区
、
富
里
の

鍬
増
、
継
続
地
区
は
大
椴
、

富
里
の
山
口
地
先
が
主
な
工

事
と
な
っ
て
お
り
、
用
地
確

定
測
量
の
本
杭
の
設
置
で
計

上
し
て
い
る
。

Ａ
 斉
藤
経
済
課
長

②
大
椴
地
区
の
換
地
の
事
前

調
査
で
あ
る
。

③
１
次
、
２
次
発
酵
棟
の
屋

根
で
、
構
造
計
算
も
含
ん
だ

基
本
設
計
で
あ
る
。

Ｑ
 藤
田
委
員

　
シ
カ
猟
の
死
骸
放
置
問
題

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 斉
藤
経
済
課
長

　
基
本
的
に
は
狩
猟
者
の
モ

ラ
ル
の
問
題
に
な
っ
て
く
る

と
思
う
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
が
続
く
と
な
る
と
、
農
協
、

猟
友
会
と
関
係
者
と
協
議
し

て
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

■
商
工
費
（
歳
出
）

Ｑ
 山
内
委
員

　
小
平
国
際
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
芝
生
維
持
管
理
委
託
料
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 木
村
経
済
課
主
幹

　
通
常
の
水
や
り
芝
刈
り
は
、

指
定
管
理
者
で
あ
る
株
式
会

社
お
び
ら
が
行
う
が
、
芝
の

維
持
管
理
、
追
肥
、
エ
ア

レ
ー
シ
ョ
ン
、
病
気
や
害
虫

に
対
す
る
薬
剤
散
布
等
専
門

的
な
部
分
に
つ
い
て
の
委
託

で
あ
る
。

■
土
木
費
（
歳
出
）

Ｑ
 板
垣
委
員

　
橋
梁
長
寿
命
化
の
調
査
設

計
委
託
料
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 東
藤
生
活
環
境
課
長

　
令
和
３
年
度
予
定
し
て
い

る
委
託
の
場
所
は
、
黄
金
橋

と
枝
沢
橋
の
２
橋
で
あ
る
。

■
教
育
費
（
歳
出
）

Ｑ
 西
村
委
員

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
お
け
る
費
用

に
つ
い
て
伺
う
。

②
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
空

調
設
備
等
保
守
点
検
委
託
料

に
つ
い
て
伺
う
。

③
ス
キ
ー
場
運
営
費
の
中
の

食
堂
委
託
料
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 剣
持
管
理
課
長
補
佐

①
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
導

入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

費
用
は
、
令
和
２
年
度
補
正

予
算
で
組
ん
だ
経
費
の
中
に
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　「
議
会
と
は
？
」
そ
ん
な
質

問
を
さ
れ
た
と
き
、
み
な
さ

ん
は
ど
の
よ
う
に
答
え
ま
す

か
？
　
自
分
た
ち
の
町
を
、
自
分

た
ち
が
ど
の
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
か
。
様
々
な
意
見
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
を
傍
聴
し
て
、
い
ま

の
議
会
を
、
議
員
を
ど
の
よ

う
に
思
う
か
。
様
々
な
意
見

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
思
い
描
く
小

平
町
を
実
現
す
る
た
め
、
そ

の
た
め
に
最
良
の
決
定
を
で

き
る
議
会
に
し
て
い
く
た
め
、

み
な
さ
ん
の
「
議
会
と
は
？
」

に
対
す
る
答
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
議
場
の
扉
は
固
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
た
め

に
用
意
さ
れ
た
扉
を
ま
ず
は

開
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
西
村
）

煙
発
行
　
小
平
町
議
会

煙
編
集
　
議
会
広
報
発
行

　
　
　
　
特
別
委
員
会

　
℡
（
〇
一
六
四
）

　
　
　
五
六－

二
一
一
一

煙
印
刷
　
白
然
印
刷
㈱

す
べ
て
含
ま
れ
て
お
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
使
用

料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中

学
校
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
に
、

リ
ー
ス
期
間
満
了
し
て
お
り
、

パ
ソ
コ
ン
等
周
辺
機
器
を

リ
ー
ス
し
て
い
る
。

Ａ
 金
子
社
会
教
育
課
長

②
中
央
監
視
盤
が
故
障
し
て

お
り
、
空
調
も
使
え
な
い
状

態
な
の
で
、
保
守
点
検
委
託

料
は
計
上
し
て
い
な
い
。
今

後
ど
の
よ
う
に
す
る
か
検
討

し
て
い
る
。

Ａ
 佐
賀
社
会
教
育
課
長
補
佐

③
受
託
し
て
い
た
だ
け
る
事

業
者
を
探
し
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ
 山
内
委
員

　
旧
花
田
家
番
屋
耐
震
診
断

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 金
子
社
会
教
育
課
長

　
今
後
保
存
修
理
及
び
耐
震

補
強
修
理
等
を
実
施
す
る
た

め
の
耐
震
診
断
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
文
化
財
と
い
う
こ

と
で
、
普
通
の
建
物
と
比
べ

高
額
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
 板
垣
委
員

　
姉
妹
都
市
少
年
少
女
交
歓

交
流
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 金
子
社
会
教
育
課
長

　
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

中
止
し
た
。
小
平
市
の
教
育

委
員
会
と
も
協
議
し
、
令
和

３
年
度
に
お
い
て
も
中
止
の

決
定
を
し
た
。

Ｑ
 西
委
員

　
ス
キ
ー
場
運
営
費
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
 佐
賀
社
会
教
育
課
長
補
佐

　
リ
フ
ト
、
圧
雪
車
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
点
検

や
整
備
を
行
い
、
修
繕
等
が

必
要
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ

の
都
度
、
適
正
に
対
応
し
た

い
。

■
歳
入

Ｑ
 髙
野
委
員

　
堆
肥
製
造
セ
ン
タ
ー
手
数

料
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 斉
藤
経
済
課
長

　
畜
糞
が
　
円
の
２
千
　
ｔ
。

９００

６００

４
千
円
の
漁
業
系
が
　
ｔ
、

５００

野
菜
系
が
　
ｔ
。
汚
泥
が
２

１０

万
５
千
円
の
　
ｔ
で
１
千
３

２２６

万
円
で
あ
る
。

Ｑ
 山
内
委
員

①
堆
肥
販
売
収
入
に
つ
い
て

伺
う
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 斉
藤
経
済
課
長

①
計
画
数
量
は
２
千
　
ｔ
で

３００

あ
り
、
令
和
２
年
度
は
　
ｔ
９５０

で
　
万
５
千
円
。
元
年
度
は

３７７
１
千
　
ｔ
で
　
万
４
千
円
。

８６

４３４

平
成
　
年
度
は
　
ｔ
で
　
万

３０

７８２

３１２

８
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
　
ｔ
程
の
在
庫
が
あ
り
販

６９０
売
促
進
に
努
め
た
い
。

Ａ
 運
上
財
政
課
長

②
平
成
　
年
度
１
千
３
万
円
。

２９

　
年
度
１
千
　
万
５
千
円
。

３０

３８３

令
和
元
年
度
　
万
円
。
２
年

５２２

度
は
　
～
　
万
の
見
込
み
で

７２０

７３０

あ
る
。
民
間
委
託
に
つ
い
て

は
、
検
討
は
し
た
い
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

Ｑ
 板
垣
委
員

　
一
般
被
保
険
者
国
民
健
康

保
険
税
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 小
野
寺
保
健
福
祉
課
長
補
佐

　
被
保
険
者
数
の
減
少
に
伴

い
、
税
収
が
減
っ
て
い
る
が
、

療
養
給
付
費
は
従
前
と
変
わ

ら
ず
、
赤
字
を
埋
め
る
た
め

の
繰
入
金
が
必
要
と
な
っ
て

お
り
、
令
和
５
年
度
を
目
指

し
て
、
保
険
料
の
全
道
統
一

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
道
と

相
談
し
な
が
ら
赤
字
の
改
善

計
画
を
立
て
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
考
え
る
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

Ｑ
 西
村
委
員

　
居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
と

介
護
予
防
住
宅
改
修
費
、
そ

れ
に
伴
う
受
領
委
任
払
い
制

度
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 堂
坂
保
健
福
祉
課
主
幹

　
令
和
２
年
度
に
お
け
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
住
宅

改
修
費
は
３
件
で
　
万
２
千

３３８

　
円
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

９５０給
付
費
の
住
宅
改
修
費
は
　３２

万
　
円
の
支
出
予
定
と
な
っ

７６０
て
い
る
。
在
宅
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
場
合
、
ト
イ

レ
、
玄
関
の
手
す
り
、
主
に

歩
行
関
係
の
改
修
部
分
で
、

上
限
が
　
万
円
保
険
給
付
と

２０

な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
１

割
自
己
負
担
と
な
る
。
こ
れ

は
改
修
費
の
満
額
を
一
時
的

に
支
払
う
仕
組
み
で
あ
る
が
、

自
己
負
担
額
を
払
う
だ
け
で

済
む
よ
う
な
受
領
委
任
行
為

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

■
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計

Ｑ
 藤
田
委
員

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
愛
生
園
の

面
会
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 川
村
愛
生
園
長

　
小
平
、
留
萌
、
苫
前
、
増

毛
ぐ
ら
い
の
近
郊
の
方
で
お

願
い
し
て
お
り
、
家
族
の
方

は
電
話
で
予
約
し
て
い
た
だ

い
て
、
事
務
所
横
の
面
会
室

で
　
分
以
内
で
、
面
会
し
て

３０
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
れ
以

外
の
札
幌
や
旭
川
な
ど
の
方

は
今
の
と
こ
ろ
リ
モ
ー
ト
面

会
の
み
と
し
て
い
る
。

　
以
上
、
２
日
間
に
わ
た
り

審
議
さ
れ
た
令
和
３
年
度
の

各
会
計
予
算
は
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
紙
面
の
都
合
に
よ

り
、
質
問
及
び
答
弁
、
説
明

の
一
部
を
省
略
し
て
い
ま
す
。
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